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鳥
羽
伊
良
湖
航
路
の「
こ
れ
か
ら
」

廃
止
問
題
に
揺
れ
た
フ
ェ
リ
ー
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
。
８
月
に
は
、
現
事
業
者
が
引
き
続

き
運
航
す
る
こ
と
で
正
式
に
存
続
が
決
定
し
ま
し
た
が
、
経
緯
や
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
▼
商
工
観
光
課
☎
23
局
３
５
１
６

Ｑ
運
営
形
態
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。市
が
経
営
に
参

画
す
る
の
で
す
か
？

Ａ
現
在
の
フ
ェ
リ
ー
事
業
者
が
、親

会
社
か
ら
の
株
式
譲
渡
や
債
権

放
棄
を
受
け
、民
営
の
ま
ま
再
建
を
図
り

ま
す
。行
政
は
一
定
の
支
援
を
行
い
ま
す

が
、経
営
へ
の
参
画
は
行
い
ま
せ
ん
。

❖

Ｑ
存
続
決
定
ま
で
に
、ど
の
よ
う
な

検
討
が
な
さ
れ
た
の
で
す
か
？

Ａ
「
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
対
策
協
議

会
」︵
愛
知
県
・
三
重
県
・
田
原
市
・

鳥
羽
市
と
国
の
関
係
機
関
で
構
成
︶に
お

い
て
、当
初
は
、航
路
を
引
き
継
ぐ
こ
と
の

で
き
る
別
会
社
を
模
索
し
ま
し
た
が
、具

体
的
な
話
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、行
政
が
船
舶
や
施
設
を
保
有
し
、

事
業
者
が
運
営
を
行
う「
公
設
民
営
方
式
」

も
検
討
し
ま
し
た
が
、行
政
の
負
担
が
大

き
く
、適
当
で
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、現
フ
ェ
リ
ー
事
業
者
ら
と
協

議
を
行
う
中
で
、事
業
者
の
経
営
改
善
と

親
会
社
・
行
政
の
支
援
に
よ
り
、現
フ
ェ
リ

ー
事
業
者
が
航
路
を
存
続
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

❖

Ｑ
行
政
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行

う
の
で
す
か
？

Ａ
「
２
割
程
度
の
株
式
取
得︵
愛
知

県
・
三
重
県
・
田
原
市
・
鳥
羽
市
︶」

「
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
の
支
援
」「
港
湾

使
用
料
、固
定
資
産
税
の
減
免
等
」「
利
用

促
進
策
の
実
施
」な
ど
に
つ
い
て
、検
討
・

調
整
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

❖

Ｑ
な
ぜ
、行
政
が
民
間
企
業
へ
税
金

を
投
入
し
て
支
援
す
る
の
で
す

か
？Ａ

鳥
羽
伊
良
湖
航
路
は
、国
道
42
号

を
結
ぶ「
海
の
道
」と
し
て
道
路

機
能
を
代
替
し
、観
光
や
物
流
、人
的
交

流
、広
域
連
携
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
ほ
か
、災
害
時
の
代
替
輸
送
機
関

と
し
て
公
共
性
・
公
益
性
が
高
い
た
め
、支

援
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

平成22年10月1日 　  　　　　　　　　│ 2 │



伊勢湾でつながる文化
歴史ピックアップ

奈良時代
◦西ノ浜などで作られた塩が、特産物とし

て海を渡り平城京に届けられる

平安～鎌倉時代
◦渥美半島の大半が伊勢神宮領となる
◦伊良湖で東大寺再建の瓦が焼かれ、海路

で都に運ばれる

◦西行法師が伊勢から伊良湖に渡り和歌を
詠む（1186 年・文治 2 年）

◦伊勢詣でや熊野詣での参拝者で、東海道
から分岐する「伊勢街道」の海路が賑わう

江戸時代
◦田原藩の大型帆船が伊勢参宮へ処女航海
◦「戊

ぼ

辰
しん

戦争」の「鳥羽・伏見の戦い」で敗
れた幕府軍が、伊勢から日出村に敗走

明治時代
◦伊勢方面と豊橋を日１回往復する汽船が

福江港にも寄港

現代
◦福江港から鳥羽への汽船の運賃「1 円

30 銭」（昭和 9 年『郷土資料』）
◦伊良湖～鳥羽間にフェリーボートが就航
（昭和 39 年 11 月）

【参考】『田原町史』『赤羽根町史』『渥美町史』

（伊良湖東大寺瓦窯跡）

（昭和 40 年代初頭の伊良湖港）

３
月
24
日
氺

❖
フ
ェ
リ
ー
事
業
者
が
経
営
不
振
を
理
由

に
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
の
廃
止
届
を
国

（
中
部
運
輸
局
）へ
提
出

❖
市
内
の
行
政
、観
光
、商
工
関
係
者
ら
で

構
成
す
る「
田
原
市
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー

対
策
会
議
」を
発
足（
田
原
市
役
所
）

３
月
25
日
㊍

❖
愛
知
県
知
事
、愛
知
県

議
会
議
長
ら
に
航
路
存

続
の
支
援
を
要
望

４
月
８
日
㊍

❖
東
三
河
の
自
治
体
の
首

長
や
議
長
、観
光
・
商
工

関
係
者
ら
で
構
成
す
る

「
東
三
河
地
域
鳥
羽
伊

良
湖
航
路
存
続
対
策
協
議
会
」を
発
足

（
田
原
市
役
所
）

４
月
12
日
⺼

❖
田
原
市
議
会
臨
時
会
で「『
鳥
羽
～
伊
良

湖
航
路
』の
存
続
に
向
け
た
施
策
を
求

め
る
意
見
書
」を
採
択

４
月
21
日
氺

❖
愛
知
県
、三
重
県
、田
原
市
、鳥
羽
市
、中

部
運
輸
局
、中
部
地
方
整
備
局
の
関
係

者
で
構
成
す
る「
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
対

策
協
議
会
」が
発
足（
三
重
県
津
市
）

４
月
27
日
㊋

❖
フ
ェ
リ
ー
事
業
者
ら
も
参
加
し
、第
２

回
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
対
策
協
議
会
が
開

催（
名
古
屋
市
）

４
月
28
日
氺

❖
田
原
市
議
会
と
鳥
羽
市
議
会
が
、航
路

存
続
に
向
け
た
施
策
を
求
め
る
意
見
書

を
国
土
交
通
省
へ
提
出

５
月
25
日
㊋

❖
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
需
要
増
加
事
業
の
補

正
予
算
案
を
市
議
会
へ
上
程

６
月
４
日
㊎

❖
第
３
回
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
対
策
協
議
会

を
開
催（
三
重
県
津
市
）

６
月
22
日
㊋

❖
第
２
回
東
三
河
地
域
鳥
羽
伊
良
湖
航
路

存
続
対
策
協
議
会
を
開
催（
田
原
市
役

所
）

６
月
23
日
氺

❖
航
路
存
続
を
求
め

る
14
万
３
３
８
７

名
分
の
署
名
を
愛

知
県
知
事
、愛
知
県

議
会
議
長
ら
へ
提

出

６
月
28
日
⺼

❖
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
需
要
増
加
事
業
の
実

施
を
発
表

８
月
16
日
⺼

❖
東
三
河
地
域
、伊
勢
志
摩
地
域
で
集
約

さ
れ
た
28
万
７
６
１
３
名
分
の
署
名
と

航
路
存
続
を
求
め
る
要
望
書
を
国
土
交

通
省
へ
提
出

８
月
20
日
㊎

❖
第
４
回
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
対
策
協
議
会

が
開
催（
三
重
県
津
市
）。現
フ
ェ
リ
ー

事
業
者
に
よ
る
航
路
事
業
存
続
に
基
本

的
合
意

８
月
23
日
⺼

❖
フ
ェ
リ
ー
事
業
者
が
鳥
羽
伊
良
湖
航
路

の
廃
止
届
を
取
り
下
げ

❖
第
３
回
東
三
河
地
域
鳥
羽
伊
良
湖
航
路

存
続
対
策
協
議
会
を
開
催（
田
原
市
役
所
）

航
路
存
続
決
定
ま
で
の
経
過

東三河地域鳥羽伊良湖航路存続対策協議会

市内関係団体の署名を集約
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さ
わ
や
か
な
季
節
、
毎
日
を
健
や
か

に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
ね
。
健
康
づ

く
り
に
は
、
適
度
な
運
動
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

例
え
ば
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
日
常

生
活
も
含
め
て
一
日
１
万
歩
が
よ
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
時

間
で
い
う
と
、
お
よ
そ
１
０
０
分
間

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
相
当
し
ま
す
。

１
０
０
分
と
聞
く
と
、
長
時
間
に
感
じ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
連
続
せ
ず
短

時
間
に
分
け
て
歩
い
て
も
よ
い
の
で
、

無
理
せ
ず
続
け
ら
れ
そ
う
で
す
ね
。

　

歩
き
慣
れ
て
い
な
い
方
は
、
ま
ず
は

普
段
の
生
活
に
あ
と
１
０
０
０
歩
（
10

分
）
足
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。
慣
れ
て

き
た
ら
少
し
ず
つ
時
間
を
延
長
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

効
果
的
な
歩
き
方
を
身
に
付
け
、
ご

家
族
・
ご
友
人
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！
こ
の
機
会
に
始
め
よ
う

　

風
に
季
節
を
感
じ
る
、
過
ご
し
や
す
い
時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
体
を
動
か

し
て
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
運
動
の
き
っ
か
け
を
見
つ
け
、

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
親
し
み
や
す
い
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

▼
健
康
課
23
局
３
５
１
５

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

続
け
て
健
康
に
！

平
成
21
年
改
定
の
『
健
康
た
は
ら
21

計
画
』
で
は
「
楽
し
ん
で
運
動
す

る
」
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
健

康
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
壮
年

期
の
運
動
関
連
項
目
）
の
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
し
た
。

■運動習慣※２がある方の割合■運動不足※１である方の割合

健康たはら 21 計画
イメージキャラクター

※２＝週２回以上、１回 30 分以上の運動を１年以上継続※１＝１日の歩行時間が 30 分未満
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少し息がはずむくらいの早足で歩くのが基本
１回 20 分～ 60 分、週３回以上を目標に

視線を遠くに、あごを引く

肩の力を抜く

胸を張る

脚を伸ばす

背筋を伸ばす

かかとから着地

歩幅をできるだけ広く

腕を前後に大きく振る

❖ウォーキング時の注意点
・病気治療中の方は、主治医に

相談してから始めましょう。

・痛みのある時や体調不良の時

は、無理せず中止しましょう。

・運動を始める前と終えた後

に、体操を行いましょう。

・ウォーキングシューズなど、

運動しやすい靴を着用しま

しょう。

・約 20 分ごとに水分を摂取

しましょう。

効果的な歩き方をしよう

「あと1,000歩あるかまい」
キャンペーンに参加しよう！

　普段の生活にあと 1,000 歩プラスするため、
キャンペーンをご活用ください。
対象◎市内在住の方
実施期間◎平成 23 年１月 31 日（月）まで
参加方法◎健康課・あつみライフランド・赤羽

根市民センターにある応募用紙と記録表を入
手し、ウォーキングの記録を記入

提出方法◎平成 23 年２月 28 日（月）までに
応募用紙と記録表を①配布場所へ直接提出②
健康課へＦＡＸまたは郵送

その他◎ 82 万５,０００歩（東海道五十三次）を
達成された方に参加賞を進呈

※詳しくは、広報たはら９月１日号16頁をご覧ください。

▶健康課
（〒441－3492
住所不要）
☎ 23 局 3515
　 23 局 3810

　市内には、健康課のウォーキング教室に参加した方が作成した、健
康ウォーキングコースがあります。“自然と親しむ、発見ウォーキング”
をテーマに、コース内の見どころを探しながら歩いてみませんか。楽
しむほどウォーキングが習慣化しやすくなります。

友人とこのマップを活用して、
季節の見どころを堪能しながら
歩くのが楽しみになっています。
３．５キロ減量し、ストレス解消
や美肌効果、便秘予防効果も感
じています。

２月から歩き始めた
Ｆさん（50 代女性）

❖健康ウォーキングマップ

ウォーキングコースを歩こう

▪田原東部校区＝キャベツロードコース、キラキラコース、森林浴コー
ス、バードウォッチングコース

▪野田校区＝安心安全コース、芦ヶ池コース、
芦峠コース、ぐるりん芦ヶ池コース、蛍ロード

▪福江校区＝そよ風コース、免々田川コース、
夜の散歩道コース

▪清田校区＝安全コース、夜桜コース、自然満
喫コース、潮風コース

●左記校区市民館と
　健康課で配布

●白谷海浜公園
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年
度
に
比
べ
て
71
億
３
５
７
４
万
円
減

（
35
・
６
％
減
）の
１
２
９
億
３
９
４
万

円
と
な
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
急
激
な

歳
入
減
に
対
応
す
る
た
め
、財※

１

政
調
整

基
金
を
20
億
円
取
り
崩
す
と
と
も
に
、

56
億
２
７
７
０
万
円
の
市※

２

債
を
発
行
し
、

財
源
に
充
当
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
平
成
21
年
度
も
厳
し

い
財
政
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
数
年

高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
た
投
資
的
経
費

は
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
安
心
・
安

全
対
策
や
子
育
て
支
援
、
地
域
経
済
の
活

性
化
な
ど
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
着

実
に
実
施
し
ま
し
た
。

※
１
︻
財
政
調
整
基
金
︼
収
入
を
調
整
し
た
り
、
急

激
な
税
の
落
ち
込
み
や
災
害
な
ど
に
備
え
た
り

す
る
た
め
の
﹁
貯
金
﹂

※
２
︻
市
債
︼
市
が
施
設
や
道
路
な
ど
を
整
備
す
る

た
め
に
、
国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
お

金
。
返
済
義
務
の
あ
る
﹁
借
金
﹂

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
総
額

は
、一
昨
年
の
急
激
な
景
気
後
退

が
引
き
続
き
影
響
し
、前
年
度
に
比
べ
て

24
億
１
５
２
６
万
円
減（
６
・
９
％
減
）の

３
２
５
億
４
６
３
５
万
円
と
な
り
ま
し

た
。歳
出
は
堅
実
な
行
政
運
営
で
抑
制
を

図
り
、執
行
率
は
94
・
９
％
、総
額
は
前
年

度
に
比
べ
て
16
億
８
５
９
６
万
円
減（
５
・

２
％
減
）の
３
０
５
億
１
２
３
８
万
円
で
、

こ
の
結
果
、実
質
収
支
額（
繰
越
事
業
に
充

て
る
財
源
は
除
く
）は
19
億
２
７
９
７
万

円
の
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
歳
入
総
額（
水
道
事
業
会
計
を

除
く
）は
、４
６
２
億
１
８
８
６
万
円

（
前
年
度
比
７
・
６
％
減
）、歳
出
総
額

４
３
７
億
４
７
３
０
万
円（
前
年
度
比

６
・
０
％
減
）で
し
た
。

歳
入
の
う
ち
市
税
収
入
は
、法
人
市

民
税
が
落
ち
込
ん
だ
た
め
、前

一 般 会 計 の 歳 入 歳 出 決 算

平成21年度

決算

実施した主な新規・重点事業　【市民協働の推進】市民協働まちづくり事業補助／福江
市民館整備　【子育て支援】子ども医療費無料　【学習環境の充実】学校介助員派遣／
泉中学校舎耐震化　【地域医療の充実】救急医療施設運営費補助　【防災対策の推進】

防災ラジオ有償配布／台風18号災害復旧　【産業の振興】農業新技術導入事業補助／
プレミアム付商品券発行事業補助／企業立地奨励金　【都市環境の整備】駅南公共駐
車場整備／緑ヶ丘住宅整備　【エコ活動の推進】全国菜の花サミット開催

土木費

総務費
農林水産業費

民生費

公債費

消防費

教育費

衛生費

その他商工費

79億6314万円

58億3825万円

45億3528万円34億3692万円

24億7800万円

16億1234万円

23億4437万円

2億9619万円7億3197万円

12億7592万円

26.1%

19.1%

14.9%11.3%

8.1%

5.3%
7.7%

1.0%2.4%
4.2%

305億1238万円
100％

歳出
合計

市税

地方交付税 市債

国庫支出金

繰越金

地方消費税交付金

県支出金

129億   394万円

56億2770万円

31億7874万円

24億   939万円

17億6327万円

7億  172万円

11億6838万円

39.6%

17.3%
9.8%

7.4%

繰入金
20億6771万円
6.4%

5.4%

2.2%

3.6% 6.8%その他 
21億9982万円

地方譲与税
 5億2568万円
1.6%

325億4635万円
100％

歳入
合計

市
税
の
大
幅
減
も
、

堅
実
な
行
政
運
営
で
、

19
億
円
余
の「
黒
字
」。
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◦用語解説
【実質赤字比率】　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
【連結実質赤字比率】　全会計を対象とした実質赤字（または資金不足額）の標準財政規模に対する比率
【実質公債費比率】　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率
【将来負担比率】　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
【一般会計等】　一般会計、給食センター給食費特別会計、田原福祉専門学校特別会計、中心市街地商業

　　　　　　等活性化事業特別会計
【資金不足比率】　公営企業ごとの資金不足額の事業規模に対する比率

文・表中の額は１万円未満が四捨五入してあり
ますので、合計とは一致しない場合があります。

▼財政課２３局３５９１

区分 決算額 構成比
市民税 ４１億７７６4 万円 32.4%
　個人 （３７億１８２９万円）（28.8%）
　法人 （４億５９３４万円） （3.6%）
固定資産税 ７６億６４６１万円 59.4%
軽自動車税 １億５３０８万円 1.2%
市たばこ税 ３億７２３０万円 2.9%
鉱産税 ３３万円 0.0%
特別土地保有税 ５０万円 0.0%
都市計画税 ５億３５４８万円 4.1%

合計 １２９億　３９４万円 100.0%

水道事業会計 収入 支出
収益的収支 １２億５４８３万円 １１億２５４２万円
資本的収支※ ５４３５万円 ４億８２０３万円

特別会計の名称 平成２１年度 経営健全化基準
公共下水道事業特別会計 － 20.0％
農業集落排水事業特別会計 － 20.0％
水道事業会計 － 20.0％

会計別 歳入 歳出
給食センター給食費 ２億８６３１万円 ２億８５９５万円
老人保健医療 ６５５９万円 ５８５６万円
国民健康保険 ７０億９３５７万円 ６８億９５８４万円
公共下水道事業 １５億５６８３万円 １４億４４０５万円
農業集落排水事業 ８億３３５９万円 ７億６８９７万円
田原福祉専門学校 １億　　２７万円 １億　　２７万円
介護保険 ３１億８５８８万円 ３１億３４５１万円
中心市街地商業等活性化事業 ２５０１万円 ２５０１万円
後期高齢者医療 ５億２５４７万円 ５億２１７８万円

合計 １３６億７２５１万円 １３２億３４９３万円

区分 平成２１年度 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － 12.16％ 20.00％
連結実質赤字比率 － 17.16％ 40.00％
実質公債費比率 ( ３ヵ年平均 ) 7.6％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 24.5％ 350.0％

■市税の内訳 ■特別会計

■健全化判断比率

■企業会計

■資金不足比率

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額４億２７６８万円は、過年度分
損益勘定留保資金３億５３１６万円、減債積立金５７８３万円、および当年
度分消費税、地方消費税資本的収支調整額１６６９万円で補てんしました。

※実質赤字比率及び連結実質赤字
比率については、実質収支、連結
実質収支がそれぞれ黒字である
ため｢－｣で表示しています。

※資金不足比率については、各会
計とも資金不足額が生じていな
いため｢－｣で表示しています。

市 税 の 内 訳 ・ 特 別 会 計 ・ 企 業 会 計

健 全 化 判 断 比 率 ・ 資 金 不 足 比 率

特別会計　国民健康保険や介護保険、下水道など、特定の人や限られた人が利益
を受けるような事業について、一般会計と区別して経理を行っています。

企業会計　企業経営という観点から、水道事業は独立して経理を行っています。

　健全化判断比率の4つの指標のうち、１つでも早期健全化基準を超えると、財政健全化計画を、財政再生基準を
超えると財政再生計画を策定しなければなりません。また、資金不足比率が経営健全化基準を超えると、経営健全
化計画を策定しなければなりません。いずれの場合も各計画に基づいて財政再建に取り組むことになりますが、
田原市においては、財政の健全性が確認されました。

◦駅南公共駐車場
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市民の皆さんの融和・交流を図るイベント「第８回田原市民まつり」を開催
します。新しい交流が新しいまちを創ります。新たなイベント「たはらマ

ルシェ」や総踊りなどで、一緒に楽しみましょう！

オープニング 10:00～
はなのき広場
開会宣言、実行委員長あいさつ　ほか

たはらマルシェ 10:00～15:30
田原文化会館　第1駐車場前
市民まつりに「たはらマルシェ（市）」が初登場！
こだわりの生産物や加工品を販売

ステージ・フィールドイベント 10:00～15:30
はなのき広場　屋外ステージ
キャラクターショー・富くじ抽選会・宮田村太鼓演奏・田原市吹奏楽団
ミニコンサート・たはらエコレンジャーショー・各種物販テントなど

踊りイベント 15:30～20:00
はなとき通り一帯
こどもステージ・じゃん田

だ

ﾞ原
ら

りん踊りコンテスト・総踊り・餅
投げ

その他

▲

健康まつりなど盛りだくさん
※詳しくは後日配布する新聞折り込みチラシをご覧ください。

問い合わせ

▲

田原市民まつり実行委員会事務局
　　　　　  （商工観光課内）
　　　　　　☎23局3516　  22局3817

▪ぐるりんバスの路線変更について
田原市民まつりに伴う交通規制のため、中心市街地に
おいて、下表の区間で経路が変更となります。ご迷惑
をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

日時

▲

10月24日㊐ 終日

問い合わせ ▼市民協働課☎23局3504

　 　 　 　 　 ▼豊鉄ミディ㈱☎23局7210

路線名 変更後のルート 利用できない停留所

童浦線 晩田⇔総合体育館⇔田原駅
※総合体育館は臨時で停留

博物館入口、図書館、
中部市民館

西部線 田原駅⇔川岸
中部市民館、図書館、
総合体育館、大坪、
神戸

中央線 晩田⇔総合体育館⇔田原駅
※総合体育館は臨時で停留

博物館入口、図書館、
中部市民館

表浜線
高松線

大久保線
田原駅止まり 中部市民館、図書館

ぐるりんバスで「田原市民まつり」へ！
ぐるりんバスの利用促進とエ

※

コモビリティを兼ねて、
田原市民まつり開催日は終日、運賃が無料です。
※エコモビリティ：環境にやさしい交通手段の利用

10月24日
10:00 ～ 20:00

日
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

9

　

第
３
回
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
田
原

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、市
内
外
の
40
の
団
体
や
個

人
が
参
加
し
、活
動
紹
介
や
各
種
教
室
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。ま
た
、「
あ
い
ち
国
際
女
性
映
画
祭
」が

同
時
開
催
さ
れ
、映
画
上
映
の
ほ
か
映
画
監
督
に
よ

る
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
女
を
隔
て
る

意
識
を
解
消
！

９
月
11
日［
土
］

　

日
帰
り
花
育
バ
ス
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
、東
三

河
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
29
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
で
は
、Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
の
花
き
出
荷
場

の
見
学
や
、サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
を
行
っ
た
ほ
か
、地
元
の

旬
の
素
材
を
使
っ
た
ラ
ン
チ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

旬
の
味
覚
と

花
を
め
ぐ
る

９
月
９
日［
木
］

　

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
が
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、13
名
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。野

菜
の
皮
も
調
理
し
て
ご
み
を
減
ら
す
工
夫
や
、同

時
に
パ
ス
タ
と
野
菜
を
ゆ
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

を
減
ら
す
方
法
な
ど
、環
境
に
や
さ
し
く
、家
庭
で

も
簡
単
に
実
践
で
き
る
調
理
法
を
学
び
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
の
工
夫
で

料
理
も
エ
コ
に

９
月
11
日［
土
］

▲会場ステージでは、日ごろの活動発表や教室が行われました

▲スプレーマムなど地元の花を使ったフラワーアレンジメント教室

▲レシピを確認しながら、エコ・クッキングに取り組む参加者たち
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

9

　

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト
が
サ
ン
テ
パ

ル
ク
た
は
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。農
作
物
に
関

心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、若
い
農
業
後
継
者
で

つ
く
る
田
原
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
主
催

で
行
わ
れ
た
こ
の
催
し
は
、今
年
で
12
回
目
。一
般

の
方
や
保
育
園
児
が
育
て
た
58
個
が
並
び
ま
し

た
。今
年
の
最
重
量
は
河
合
敏
行
さ
ん（
和
地
町
）

が
育
て
た
６
６
・
６
㎏
の
カ
ボ
チ
ャ
で
し
た
。

　

風
光
明
媚
な
コ
ー
ス
で
人
気
の
あ
る
２
０
１
０
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
が
、伊
良
湖
岬
周
辺
で
開

催
さ
れ
、全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
８
９
３
名
の
選
手

が
出
場
し
ま
し
た
。今
年
は
潮
の
流
れ
が
速
く
、気
温

も
高
い
な
ど
厳
し
い
条
件
下
で
の
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。鍛
え
上
げ
ら
れ
た
鉄
人
た
ち
で
も
苦
戦
す
る
場

面
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、地
元
住
民
や
福
江
高
校
生

徒
な
ど
、約
１
０
０
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、沿
道
か

ら
の
温
か
い
声
援
が
選
手
を
支
え
ま
し
た
。

ず
ら
り
と
並
ん
だ

特
大
カ
ボ
チ
ャ

９
月
８
日［
水
］

▲水遊び広場に並んだジャンボカボチャを眺める参加者たち

伊
良
湖
で
激
闘
！

限
界
に
挑
む
鉄
人

９
月
12
日［
日
］

▲スイムを終え、バイクラックに向かう選手たち。バイク・ランと、ゴールまでの道のりはまだまだ長い
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◉
渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展
監
視
員

▼
募
集
人
員
＝
４
名
程
度　

▼
対
象
＝
健

康
な
方　

▼
採
用
期
間
＝
10
月
16
日
～
11

月
28
日　

▼
勤
務
場
所
＝
渥
美
郷
土
資
料

館　

▼
勤
務
内
容
＝
展
示
室
監
視　

▼
勤

務
形
態
＝
火
～
日
曜
日
／
①
午
前
９
時
～

午
後
1
時
②
午
後
1
時
～
５
時
（
交
替
勤

務
）　

▼
賃
金
＝
時
給
８
１
０
円　

▼
選

考
方
法
＝
書
類
選
考
後
、
面
接
（
詳
細
は

後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
８
日

（
金
）
ま
で
に
田
原
市
博
物
館
に
あ
る
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
／

郵
送
不
可

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

◉
図
書
館
事
務
補
助（
緊
急
雇
用
創
出
事
業
）

▼
募
集
人
員
＝
２
名　

▼
対
象
＝
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
お
持
ち
の
方　

▼
採

用
期
間
＝
11
月
１
日
～
平
成
23
年
３
月
31

日　

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市
図
書
館　

▼
勤
務
内
容
＝
図
書
館
書
庫
の
整
理
お
よ

び
新
聞
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
記
事
の
デ
ジ
タ

ル
化
ほ
か　

▼
勤
務
形
態
＝
週
５
日
勤

務
（
土
・
日
曜
日
勤
務
あ
り
）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
賃
金
＝
時
給

８
１
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳
細

は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
11

日
（
月
・
祝
）
ま
で
に
田
原
市
図
書
館
に

あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出
／
郵
送
不
可

▼
中
央
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

◉
農
業
委
員
会
事
務
局
事
務
補
助

▼
募
集
人
員
＝
２
名　

▼
対
象=

現
在
、

職
に
就
い
て
い
な
い
方　

▼
採
用
期
間
＝

11
月
１
日
～
平
成
23
年
３
月
31
日　

▼
勤

務
場
所
＝
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所

内
）　

▼
勤
務
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
処
理
な

ど　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分　

▼
賃
金
＝
時
給
８
１
０
円　

▼
選
考

方
法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
15
日
（
金
）
ま
で
に

農
業
委
員
会
事
務
局
に
あ
る
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
（
郵
送
の
場

合
は
締
切
日
必
着
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
23
局
３
５
１
９　

22
局
３
８
１
７

▼
対
象
＝
法
人
ま
た
は
団
体
な
ど
（
個
人

の
応
募
不
可
）　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
４

日
（
月
）
か
ら
11
月
５
日
（
金
）
正
午
ま

で
の
期
間
に
、
商
工
観
光
課
に
あ
る
募
集

要
項
に
定
め
る
書
類
を
提
出
／
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

▼
募
集
数
＝
１
店　

▼
対
象
＝
飲
食
店
を

営
む
方
ま
た
は
営
も
う
と
す
る
方　

▼
営

業
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
10
時
の
間　

▼
面
積
＝
１
７
０
㎡
（
厨
房
、
事
務
室
な

ど
を
含
む
）　

▼
条
件
＝
①
厨
房
設
備
・

機
器
な
ど
備
え
付
け
の
も
の
は
使
用
可
②

店
内
改
装
費
用
お
よ
び
機
器
な
ど
の
購
入

費
用
は
入
店
者
負
担
③
光
熱
水
費
の
入
店

者
負
担
あ
り　

▼
使
用
料
＝
月
額
10
万
円

▼
申
し
込
み
＝
10
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
に
て　

▼
そ
の
他
＝
申
込
者
多
数
の

場
合
は
選
考
／
現
地
案
内
可

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

～
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
舞
台

　
「
目
標
が
与
え
て
く
れ
る
力
」
～

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ア

ル
ペ
ン
日
本
代
表
の
山
本
光
文
氏
（
田
原

市
在
住
）
を
お
迎
え
し
、
チ
ェ
ア
ス
キ
ー

を
通
じ
て
得
た
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
17
日
（
日
）
午
後
２
時
～

３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館

２
０
１
・
２
０
２
会
議
室　

▼
講
師
＝
山

本
光
文
氏
（
バ
ン
ク
ー
バ
ー
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク 

ア
ル
ペ
ン
日
本
代
表
）　

▼
定
員

＝
40
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
に
て

▼
中
央
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

太
平
洋
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
観
光
便
益
施
設・

蔵
王
山
展
望
台　

指
定
管
理
者

田
原
市
臨
時
職
員

蔵
王
山
展
望
台
３
階
空
き
店
舗

入
店
者

キ
ャ
リ
ア・
デ
ザ
イ
ン
講
座（
第
10
回
）

受
講
者
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市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
一
層
の

推
進
を
図
る
た
め
、
市
民
・
事
業
所
な
ど

が
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
で
き
る
省
エ
ネ
行

動
を
実
践
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ２

削
減
に
向
け
た
省
エ
ネ
宣
言
「
た
は
ら
エ

コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
」
の
登
録
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
登
録

し
た
「
た
は
ら
エ

コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

宣
言
」
実
践
項
目

が
、
毎
日
の
生

活
の
中
で
ど
れ

だ
け
で
達
成
で
き
た
か
の
取
り
組
み
報
告

と
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
省
エ
ネ
行
動

や
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

▪
応
募
資
格

　

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
に
登
録
し
て
い

る
方
（
登
録
と
同
時
に
応
募
可
）

▪
募
集
部
門

　

個
人
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
部
、
学
校
・

事
業
所
等
の
部

▪
審
査
・
賞

　

部
門
ご
と
に
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
賞
、
エ

コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｃ
Ｏ２
削
減
賞
な
ど
／
賞
状

と
副
賞
を
贈
呈
／
11
月
下
旬
に
表
彰
予
定

▪
発
表

　

入
賞
者
に
通
知
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
12
月
に
発
表
予
定

▪
応
募
方
法

　

10
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
エ
コ
エ
ネ
推

進
室
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
①
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
・
渥
美
支

所
市
民
生
活
課
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
提
出
②
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵

送
に
て
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
へ
提
出
／
応
募

用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

▼
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域

協
議
会
事
務
局
（
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
内
）

（
〒
４
４
１

－
３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

ekoene@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　
「
普
通
救
命
講
習
で
得
た
知
識
の
再
確

認
を
し
た
い
」「
さ
ら
に
詳
し
い
応
急
手

当
を
知
り
た
い
」
と
い
う
方
を
対
象
に
上

級
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
中
学
生
以
上
の
方　

▼
日
時
＝

11
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
場
所
＝
田
原
市
消
防
署　

▼
内
容
＝
成

人
と
小
児
の
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
を
含
む
）、
止
血
法
、
傷
病
者
管

理
法
、
外
傷
の
手
当
要
領
、
搬
送
法
な
ど

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料

＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
10
日（
水
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他

＝
講
習
を
修
了
し
た
方
に
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

　

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
初
心
者
向
け
の
コ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以

上
の
方　

▼
コ
ー
ス
／
開
催
日
時
＝
表

の
と
お
り　

▼
定
員
＝
い
ず
れ
も
20
名

（
先
着
順
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー

メ
デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２

階
）　

▼
受
講

料
＝
無
料
（
テ

キ
ス
ト
代
は

実
費
負
担
）　

▼
申
し
込
み
＝

直
接
ま
た
は
電

話
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
希
望

コ
ー
ス
・
テ
キ
ス
ト
希
望
の
有
無
を
明

記
）
※
休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
平
日
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
・

申
し
込
み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、同
時
に

２
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可
。
メ
デ
ィ
ア

研
修
室
は
、
一
般
の
グ
ル
ー
プ
研
修
な
ど

で
も
利
用
で
き
ま
す
（
有
料
）。

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
取
り
組
み

報
告
・
地
球
温
暖
化
対
策
ア
イ
デ
ア

上
級
救
命
講
習
会　

受
講
者

■パソコン教室
コース 開催日 時間

はじめての方のパソコン入門 11/2（火）・11/4（木）
11/9（火）・11/11（木） 13:30～16:30

文書作成初級
「ワード2007」

11/17（水）・11/19（金）
11/24（水）・11/26（金） 9:30～11:30

表計算初級
「エクセル2007」

11/2（火）・11/4（木）
11/9（火）・11/11（木） 9:30～11:30

11/17（水）・11/19（金）
11/24（水）・11/26（金） 13:30～15:30

年賀状作成 11/21（日）・11/28（日） 9:30～11:30
※パソコンの環境　OS：Windows Vista
　使用ソフト：Internet Explorer7.0、Microsoft Word2007、Excel2007

パ
ソ
コ
ン
教
室 

受
講
生
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▼
対
象
＝
一
般
の
方　

▼
日
時
＝
11
月
27

日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

▼
場

所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室　

▼
テ
ー
マ
＝
現
代
社
会
に
お
け
る
親
と

子
・
親
に
と
っ
て
子
ど
も
と
は
何
か　

▼
講
師
＝
西
野
理
子
氏
（
東
洋
大
学
准
教

授
）　

▼
定
員
60
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講

料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

携
帯
電
話
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

め
の
基
礎
知
識
と
、
携

帯
電
話
の
使
い
方
を

学
び
ま
す
。

▼
対
象
＝
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
方

▼
日
時
＝
11
月
17
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ

ン
タ
ー
大
会
議
室　

▼
定
員
＝
20
名
（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
受
講
料

＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
５
日（
金
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

犯
罪
情
勢
や
防
犯
対
策
に
つ
い
て
の
講

演
を
開
催
し
ま
す
。
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
活
躍
中
の
方
、
防
犯
活
動
に
関
心
の
あ

る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
29
日
（
金
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
市
役
所
南
庁

舎
６
階
講
堂　

▼
内
容
＝
犯
罪
の
手
口
・

発
生
状
況
、
防
犯
活
動
に
関
す
る
講
演　

▼
講
師
＝
黒
川
敬
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放

送
局
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
定
員
＝
50
名
（
先

着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
27
日
（
水
）

ま
で
に
電
話
に
て

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

渥
美
半
島
自
慢
の
農
産
物
を
使
っ
た
加

工
品
と
料
理
の
レ
シ
ピ
を
農
村
女
性
組
織

「
農
村
輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
つ
み
」
が
募
集

し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
田
原
市
内
に
お
住
ま
い
ま

た
は
在
勤
の
方（
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
可
）

▼
募
集
内
容
＝
①
加
工
品
の
部
（
田
原
市

産
農
産
物
を
１
つ
以
上
使
用
の
こ
と
）
②

料
理
の
部
（
田
原
市
産
の
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
レ
タ
ス
、
セ
ル
リ
ー
、
ト

マ
ト
、
メ
ロ
ン
、
ミ
カ
ン
、
イ
チ
ゴ
の
う

ち
ど
れ
か
１
つ
以
上
使
用
の
こ
と
）
／
い

ず
れ
も
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限

る　

▼
審
査
＝
一
次
審
査
：
応
募
用
紙
に

よ
る
書
類
審
査
／
二
次
審
査
：
市
内
会
場

に
て
外
観
、
食
味
な
ど
の
審
査
（
12
月
６

日
⺼
予
定
）　

▼
入
賞
＝
部
門
ご
と
に
最

優
秀
賞
１
点
・
入
賞
３
点
に
賞
状
と
賞
品

を
贈
呈　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
１
日（
月
）

ま
で
に
農
政
課
、サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
、

Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
生
活
部
、
田
原
農
業
改

良
普
及
課
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
農
村
輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
つ

み
事
務
局
（
田
原
農
業
改
良
普
及
課
）
へ

直
接
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出
／
応
募
用

紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
city.tahara.aichi.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

※
応
募
さ
れ
た
レ
シ

ピ
・
写
真
は
主
催
者
に

所
属
す
る
も
の
と
し
、

印
刷
物
な
ど
に
二
次

使
用
す
る
場
合
あ
り

▼
農
村
輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
つ
み
事
務
局

（
田
原
農
業
改
良
普
及
課
内
）

（
〒
４
４
１

－

３
４
２
７　

加
治
町
南
恩

中
７

－

５
）
☎
22
局
０
３
８
１

～
ホ
テ
ル
で
味
わ
う
豊
橋
・
田
原
の
旬
～

　

農
業
王
国
豊
橋
・
田
原
で
生
産
さ
れ
る

旬
の
特
選
素
材
を
活
か
し
た
地
産
地
消
ラ

ン
チ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
シ
ェ
フ
や
生

産
者
の
方
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
10
日
（
水
）
正
午
～
午
後

２
時　

▼
場
所
＝
ホ
テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ

シ
ュ
豊
橋　

▼
講
師
＝
酒
井
淳
氏
（
ホ
テ

ル
総
料
理
長
）、
地
元
の
生
産
農
家
ほ
か

▼
定
員
＝
25
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
３
５
０
０
円
（
食

事
代
）　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
27
日
（
水
）

ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に

て
（
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１　

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

info_nosei@
city.toyohashi.lg.jp

　

http://w
w

w
.toyohashi-tahara.jp/

田
原
市
市
民
大
学

（
東
洋
大
学
連
携
講
座
） 

受
講
者

シ
ニ
ア
携
帯
安
全
教
室 

受
講
者

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
ア
カ
デ
ミ
ー

「
入
門
公
開
講
座
」　

受
講
者

地
元
農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
・

料
理
コ
ン
テ
ス
ト　

参
加
者

豊
橋
田
原
食
育
体
験
講
座「
地
産
地
消

の
ラ
ン
チ
セ
ミ
ナ
ー
」　

参
加
者
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▼
保
守
点
検
＝
４
か
月
に
１
回
（
処
理
対

象
人
員
が
21
名
以
上
の
も
の
は
３
か
月
に

１
回
）
以
上
の
実
施　

▼
法
定
検
査
＝
浄

化
槽
を
使
い
始
め
て
３
か
月
経
過
し
て
か

ら
５
か
月
以
内
に
行
う
「
設
置
後
等
の
水

質
検
査
」（
７
条
検
査
）
と
、
そ
の
後
、

毎
年
１
回
定
期
的
に
行
う
「
定
期
検
査
」

（
11
条
検
査
）
の
実
施　

▼
清
掃
＝
年
１

回
以
上
の
実
施

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

愛
知
県
防
災
航

空
隊
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
と
消
防
署
渥

美
分
署
が
合
同
で

山
林
火
災
訓
練
を

行
い
ま
す
。

　

訓
練
中
は
騒
音
が
発
生
し
ま
す
。
ま

た
、
訓
練
会
場
へ
の
立
入
り
制
限
を
行
い

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
４
日
（
木
）
午
前
９
時
30

分
～
正
午　

▼
場
所
＝
渥
美
運
動
公
園
多

目
的
広
場
周
辺　

▼
そ
の
他
＝
雨
天
・
荒

天
の
場
合
は
、
訓
練
を
中
止
し
ま
す
。

▼
消
防
署
渥
美
分
署

☎
33
局
０
１
１
９　

32
局
２
４
７
９

や
意
見
・
要
望
な
ど
を
伺
い
、
そ
の
解
決

を
図
る
制
度
で
す
。
市
で
は
、「
行
政
相

談
所
の
開
設
」「
心
配
ご
と
相
談
」
を
同

時
に
実
施
し
ま
す
。
年
金
・
保
険
・
税
金
・

登
記
・
環
境
衛
生
・
消
費
者
保
護
・
交
通

安
全
・
道
路
・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ

い
て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▪
心
配
ご
と
相
談

▼
開
催
日
／
場
所
＝
①
10
月
６
日
（
水
）

／
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
②
10
月
13
日（
水
）

／
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー
③
10
月
19
日

（
火
）
／
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド　

▼
時

間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

▪
行
政
相
談
員

◦
松
井
克か
つ
し志
さ
ん
︵
神
戸
町
︶

◦
中
村
都と

き

こ
祁
子
さ
ん
︵
赤
羽
根
町
︶

◦
井
本
親し
ん
ご吾
さ
ん
︵
伊
川
津
町
︶

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23
局
０
６
１
０　

23
局
３
９
７
０

　

こ
の
運
動
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯

協
会
や
警
察
が
協
力
し
、
身
の
回
り
に
危

険
を
及
ぼ
す
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
を

行
う
も
の
で
す
。
10
月
11
日
は
、
防
犯
に

対
す
る
意
識
と
理
解
を
深
め
る
「
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
日
」
と
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
で
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

し
ょ
う
。

❖
運
動
の
重
点

◦
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

◦
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
の
防
止

◦
万
引
き
、
自
転
車
盗
の
防
止

◦
暴
力
追
放
運
動
の
推
進

︻
年
間
取
組
事
項
︼

◦
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

笑
顔
咲
く　

未
来
の
種
を　

そ
の
土
地
に

　

豊
か
で
住
み
良
い
地
域
を
築
い
て
い
く

た
め
、
こ
の
機
会
に
土
地
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方

は
、
次
の
と
お
り
適
正
な
維
持
管
理
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
５
時　

▼
場
所
＝
蒲
郡
市
民
会
館
１

階
大
会
議
室　

▼
内
容
＝
①
「
誰
で
も
使

え
る
施
設
は
誰
も
が
支
え
る
施
設
」
：
施

設
管
理
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
担
当
者
に

よ
る
活
動
内
容
報
告
お
よ
び
東
三
河
５
市

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
施
設
調
査
発
表
②
「
人

に
や
さ
し
い
街
の
や
さ
し
い
施
設
に
な
る

た
め
に
」
：
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
に

つ
い
て
の
講
演
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
定
員
＝
50
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料

＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
29
日（
金
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
建
築
課

☎
23
局
３
５
２
６　

22
局
３
８
１
１

　

kentiku@
city.tahara.aichi.jp

　
「
行
政
相
談
」
は
国
や
県
、
市
町
村
な

ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
苦
情

東
三
河 

人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

講
座　

受
講
者

秋
の
行
政
相
談
週
間

10
月
18
日（
月
）～
24
日（
日
）

秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

10
月
11
日（
月
・
祝
）～
20
日（
水
）

10
月
は
土
地
月
間

10
月
は
浄
化
槽
強
化
月
間

山
林
火
災
訓
練
を
実
施
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▼
開
催
日
時
＝
11
月
13
日（
土
）午
後
２
時

～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
専
門

学
校
講
堂　
▼
講
師
＝
渡
辺
哲
雄
氏（
中
日

新
聞
生
活
欄
に
連
載
小
説「
老
い
の
風
景
」

著
書
）　

▼
内
容
＝
認
知
症
に
な
っ
た
波
平

▼
入
場
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
参
加

人
数
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
託
児
は
11
月

１
日（
月
）ま
で
に
要
予
約
。
手
話
通
訳
あ
り

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

　

senm
on@

city.tahara.aichi.jp

　

自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
知
り
、
健
康

づ
く
り
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
35
～
39
歳
（
昭
和
46
年
４
月
２
日

～
昭
和
51
年
４
月
１
日
生
）
で
、
会
社
な
ど

で
健
診
を
受
け
る
機
会
が
な
い
方　
▼
実
施
期

間
＝
12
月
末
ま
で　

▼
場
所
＝
市
内
指
定
医

療
機
関　

▼
健
診
内
容
＝
問
診
、身
体
測
定
、

血
圧
測
定
、尿
検
査
、血
液
検
査
な
ど　

▼
持

ち
物
＝
受
診
券
（
発
送
済
）　

▼
費
用
＝
無

料　

▼
そ
の
他
＝
健
診
は
空
腹
時（
食
後
お
よ

そ
10
時
間
後
）に
受
け
ま
し
ょ
う
。
紛
失
な
ど

で
受
診
券
が
必
要
な
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

　

乳
が
ん
の
早
期
発
見
・
診
断
・
治
療
の

大
切
さ
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
1
人

で
も
多
く
の
女
性
に
乳
が
ん
の
知
識
を
深

め
て
も
ら
う
の
と
同
時
に
検
診
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所
＝
田
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
パ
オ
（
ジ
ャ
ス
コ
入
口
）

▪
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
乳
が
ん
検
診
）体
験

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
女
性

で
今
ま
で
に
一
度
も
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

診
を
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
方　

▼
参
加

料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
当
日
午
前
９

時
・
午
後
１
時
に
、
受
付
に
て
（
各
先
着

15
名
程
度
）　

▼
そ
の
他
＝
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
診
車
内
の
見
学
、
乳
が
ん
に
関
す

る
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
（
参
加
者
に
粗
品
進

呈
）
な
ど
を
開
催

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

　

肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ

ン
は
、
高

齢
者
が
肺

炎
に
か
か

る
原
因
の

中
で
最
も
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
「
肺
炎

球
菌
」の
感
染
予
防
に
有
効
で
す
。
ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
併
せ
て
接

種
す
る
と
非
常
に
高
い
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
満
70
歳
以
上
の
方

で
、
過
去
５
年
間
に
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
て
い
な
い
方　

▼
助
成
金
額
＝

２
０
０
０
円
（
自
己
負
担
額
は
医
療
機
関

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
／
生
活
保
護
世

帯
は
全
額
助
成
）　

▼
接
種
場
所
＝
市
内

指
定
医
療
機
関　

▼
申
請
方
法
＝
市
役

所
・
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
の
健
康
課

で
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。
接
種
前
に
い

ず
れ
か
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

▼
日
時
＝
10
月
24
日
（
日
）
①
午
前
10
時

～
11
時
30
分
②
午
後
１
時
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
市
民
ま
つ
り
会
場
（
田
原

文
化
会
館
は
な
の
き
広
場
南
側
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

▼
献
血
＝
愛
知
県
豊
橋
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
☎（
０
５
３
２
）32
局
１
２
９
７

▼
献
腎
・
献
眼
＝
田
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
☎
23
局
３
１
５
１

▼
骨
髄
提
供
＝
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86
局
３
１
７
７

　

大
腿
四
頭
筋
、
お
し
り
、
肩
の
筋
肉
に

異
常
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
対
象

に
、
医
師
に
よ
る
診
察
、
相
談
を
無
料
で

行
い
ま
す
。「
子
ど
も
の
歩
き
方
が
お
か

し
い
」「
正
座
が
で
き
な
い
」
な
ど
心
配

な
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
27
日
（
水
）
午
後
1
時
30

分
～
２
時
30
分
（
受
付
は
午
後
１
時
～
２

時
）　

▼
場
所
＝
豊
川
保
健
所　

▼
申
し

込
み
＝
電
話
に
て

▼
豊
川
保
健
所
健
康
支
援
課

☎（
０
５
３
３
）86
局
３
１
８
９

田
原
福
祉
専
門
学
校

公
開
講
座

健
康
応
援
健
診
は
お
済
で
す
か
？

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
た
は
ら

「
受
け
ま
い
か
乳
が
ん
検
診
」

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

献
血・
献
眼
・
献
腎
・骨
髄
提
供
に

ご
協
力
を
！

子
ど
も
を
筋
肉
の
異
常
か
ら
守
る

筋
拘
縮
症
の
検
診
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■
無
料
法
律
相
談

　

毎
月
１
回
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
は
問
わ
ず
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
多
重
債
務
の
ほ

か
消
費
者
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
方
も
、

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
４
木
曜
日
／
午
後
１
時

～
４
時
（
要
予
約
／
相
談
時
間
は
30
分
程

度
）　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相

談
室　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

　

小
坂
井
バ
イ
パ
ス
の
大
型
車
の
特
別
回

数
券
（
10
枚
つ
づ
り
）
を
販
売
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
種
別
＝
大
型
車（
Ⅰ
）：
普
通
貨
物
自
動

車（
３
車
軸
、積
載
量
５
ｔ
以
上
ま
た
は
総

重
量
８
ｔ
以
上
）
な
ど　

▼
通
常
料
金
＝

１
回
１
６
０
円　

▼
特
別
回
数
券
（
10
枚

つ
づ
り
）
＝
１
０
０
０
円
（
１
回
１
０
０

円
）　

▼
使
用
期
間
＝
平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で
（
払
い
戻
し
不
可
）　

▼
販
売
場

所
＝
小
坂
井
バ
イ
パ
ス
料
金
事
務
所

※
詳
細
は
愛
知
県
道
路
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.aichi-dourokousha.or.jp/

▼
土
木
課
☎
23
局
３
５
２
１

質
の
物
で
束
ね
る
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

分
別
の
効
率
を
向
上
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
作
業

を
円
滑
化
す
る
た
め
、
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
そ
の
場
で
束
ね
直
し
て
い
た
だ

く
か
、
受
け
取
り
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
ポ
リ
系
フ
ィ
ル
ム
は
、
潅か
ん
す
い水
チ
ュー

ブ
や
ポ
リ
系
の
ひ
も
で
束
ね
る
こ
と
が
出
来

ま
す
が
、
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
の
切
れ
端
な
ど

は
使
用
し
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

適
正
処
理
対
策
協
議
会
（
農
政
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み

田
原
資
材
セ
ン
タ
ー
☎
23
局
１
６
３
６

赤
羽
根
資
材
セ
ン
タ
ー
☎
45
局
３
１
３
４

渥
美
資
材
セ
ン
タ
ー
☎
32
局
３
０
０
０

■
家
族
介
護
用
品
購
入
券

▼
対
象
＝
田
原
市
に
住
所
が
あ
り
、
要
介

護
１
以
上
の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

方
な
ど
（
た
だ
し
、
要
介
護
１
・
２
の
場

合
は
、
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
①
医
師

の
診
断
に
よ
り
失
禁
が
認
め
ら
れ
る
方
②

申
請
時
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

③
上
半
期
に
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
）

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
有
効
期
限
内

の
介
護
保
険
証
、
印
鑑（
認
印
可
）

■
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・
福
祉
回
数
券

▼
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
１
・
２
級
の
下
肢
・
体
幹
・
視
覚
障
害

ま
た
は
１
級
の
内
部
障
害
が
あ
る
方
②
Ａ

判
定
の
知
的
障
害
が
あ
る
方
③
１
・
２
級

の
精
神
障
害
が
あ
る
方　

▼
手
続
き
に
必

要
な
も
の
＝
障
害
者
手
帳

◦
交
付
に
つ
い
て

▼
日
時
＝
平
成
23
年
３
月
31
日
（
木
）
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

▼
場
所
＝
①

田
原
地
区
の
方
…
市
役
所
福
祉
課
（
北
庁

舎
１
階
）
②
赤
羽
根
地
区
の
方
…
赤
羽
根

市
民
セ
ン
タ
ー
（
旧
赤
羽
根
支
所
）
③
渥

美
地
区
の
方
…
渥
美
支
所　

▼
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

■
弁
護
士
に
よ
る
多
重
債
務
無
料
相
談
会

　

多
重
債
務
問
題
は
適
切
な
手
続
き
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
借
金
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
過
払
い
金
が
返
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
相
談
室　

▼
そ
の
他
＝
要
予
約
／
11

月
10
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
に
て

▼
対
象
＝
一
般
の
方　

▼
日
時
＝
11
月
14

日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
～
３
時　

▼
場

所
＝
赤
羽
根
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル　

▼
講
師
＝
横
峯
吉
文
氏
（
社
会
福
祉
法
人

純
真
福
祉
会 

理
事
長
）　

▼
定
員
３
５
０

名
（
先
着
順
）　

▼
入
場
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
12
日
（
火
）
か
ら
、

生
涯
学
習
課
で
整
理
券
を
受
け
取
る
か

メ
ー
ル
に
て
（
メ
ー
ル
の
場
合
は
、住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
者
数
を
明
記
）

▼
託
児
＝
11
月
４
日
（
木
）
ま
で
に
電
話

に
て
（
先
着
15
名
、
お
や
つ
持
参
）

▼
運
営
＝
お
や
じ
の
力
縄
文
の
風
体
験
実

行
委
員
会

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

田
原
市
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適

正
処
理
対
策
協
議
会
が
行
って
い
る
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
フ

ィ
ル
ム
と
ポ
リ
系
フ
ィ
ル
ム
を
分
別
し
て
搬

入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
の
結
束
は
、
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ

ル
ム
の
切
れ
端
を
使
用
す
る
な
ど
、
同
じ
材

子
ど
も
の
可
能
性
を
引
き
出
す

「
い
き
い
き
子
育
て
講
演
会
」を
開
催

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

排
出
時
の
分
別
の
お
願
い

家
族
介
護
用
品
購
入
補
助
券
・
障
害
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
・
福
祉
回
数
券（
下
半
期
分
）交
付

サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

借
金
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

小
坂
井
バ
イ
パ
ス
大
型
車（
Ⅰ
）

回
数
券　

料
金
割
引
社
会
実
験
中
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社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
臨
時
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
年
金
の
記
録
な
ど
の
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
郵
送
さ
れ
た
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
な
ど
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
20
日
（
水
）、
11
月
17
日

（
水
）、
以
後
、
平
成
23
年
３
月
ま
で
の
毎

月
第
３
水
曜
日
／
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時　

▼
場
所
＝
市

役
所
相
談
室
（
南
庁
舎
１
階
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

　

視
覚
障
害
が
あ
る
方
々
の
生
活
や
学
習

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
無
料
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

見
え
に
く
い
、
見
え
な
い
お
子
さ
ん
の

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
保
護
者
の
方
、
あ
る

い
は
病
気
や
事
故
で
見
え
に
く
く
な
っ
た

り
、
視
力
を
失
っ
た
り
し
た
大
人
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
愛
知
県
立
岡
崎
盲
学
校

☎（
０
５
６
４
）52
局
１
２
８
２

■
無
料
法
律
相
談

▼
日
時
＝
10
月
30
日
（
土
）
午
後
１
時
～

３
時　

▼
場
所
＝
豊
橋
商
工
会
議
所

■
記
念
講
演
会

▼
日
時
＝
10
月
30
日（
土
）午
後
３
時
～（
30

分
前
開
場
）　
▼
場
所
＝
豊
橋
商
工
会
議
所

▼
テ
ー
マ
＝
歴
史
の
真
実
を
探
る　
▼
講
師
＝

井
沢
元
彦
氏
（
大
正
大
学
客
員
教
授
・
日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）　

▼
定
員
＝
２
０
０
名（
事

前
申
し
込
み
不
要
）　
▼
参
加
料
＝
無
料

▼
愛
知
県
弁
護
士
会
東
三
河
支
部

☎（
０
５
３
２
）52
局
５
９
４
６

▼
日
時
＝
11
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
30

分
～　

▼
場
所
＝
愛
・
地
球
博
記
念
公
園

（
長
久
手
町
）　

▼
入
場
料
＝
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
愛
知
県
防
災
局
防
災
危
機
管
理
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
１
９
１

　

三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会

議
（
Ｓセ

ナ

Ｅ
Ｎ
Ａ
）
で
は
、
現
在
、
社
会
的

企
業
の
創
業
お
よ
び
人
材
創
出
を
支
援

　

市
内
で
の
法
人
な
ど
の
新
規
設
立
や
、

事
務
所
・
事
業
所
の
新
規
開
設
を
し
た
場

合
は
、速
や
か
に
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
（
写

し
）
と
定
款
を
添
え
て
、法
人
の
設
立
（
開

設
）
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
商
号
」「
所
在
地
」「
代
表
者
」「
資

本
金
額
」「
決
算
期
」
な
ど
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
や
「
法
人
の
解
散
」「
事
業
所
の
閉

鎖
」
な
ど
を
し
た
場
合
も
、
そ
の
都
度
、
変

更
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（「
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
」
を
利
用
し
て
の
申
請
も
可
）

※
法
人
の
設
立
（
開
設
）
届
出
書
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

し
、
雇
用
の
創
出
を
図
る
「
三
遠
南
信
地

域
社
会
雇
用
創
造
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、「
社
会
起
業
プ
ラ
ン
・
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
に
よ
り
社
会
的
企
業
を

起
業
す
る
優
秀
な
事
業
計
画
を
選
定
し
、

そ
の
策
定
者
の
起
業
を
支
援
す
る
「
社
会

的
企
業
イ
ン
キ
ュベ
ー
シ
ョン
事
業
」
お
よ
び

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
職
場
体
験
）
研
修
に

よ
り
人
材
を
育
成
し
、
社
会
的
企
業
へ
の

就
業
を
支
援
す
る
「
社
会
的
企
業
人
材
創

出・イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
第
2
期
社
会
起
業
プ
ラ
ン
・
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
募
集
期
間
＝
11
月
30
日（
火
）

ま
で　

▼
第
3
期
研
修
生
募
集
期
間
＝
11

月
４
日
（
木
）
～
12
月
３
日
（
金
）

▼
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会

議
事
務
局
（
浜
松
市
企
画
部
企
画
課
内
）

☎（
０
５
３
）４
５
７
局
２
２
４
２

▼
縦
覧
期
間
＝
10
月
20
日
（
水
）
～
11
月

３
日
（
水
・
祝
）　

▼
縦
覧
時
間
＝
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時　

▼
縦
覧
場
所
＝

選
挙
管
理
委
員
会
（
市
役
所
南
庁
舎
３
階

総
務
課
）

▼
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

　

平
成
22
年
９
月
１
日
現
在
で
調
製
さ
れ

た
愛
知
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
臨
時
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す

法
の
日
記
念
事
業

無
料
面
接
相
談
・記
念
講
演
会

法
人
の
各
種
届
出

愛
知
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿

三
遠
南
信
地
域
の
社
会
的
企
業
の

創
造
、人
材
創
出
を
支
援

「
見
え
方
」に
つ
い
て
お
悩
み
の
方

ご
相
談
く
だ
さ
い

あ
い
ち
防
災
フ
ェ
ス
タ
に
ご
参
加
を
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◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～10/14木 田原祭り

10/15金～10/28木
エコツアー　タカとチョウの渡り

栄養生活講座

10/29金～11/12木
田原市・設楽町
姉妹提携20周年記念式典

田原市民まつり

毎日６回放送　
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

田原市ホームページ

　　http://www.city.tahara.aichi.jp/

ティーズチャンネルで放送中

広報秘書課 22　0138
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後
3
時

場
所
▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

内
容
▼
お
茶
席
や
模
擬
店
、
手
浴
体
験
、

ゲ
ー
ム
な
ど

参
加
料
▼
無
料

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

◉
10
月
23
日
圡
～
12
月
26
日
㊐　

博
物
館
平
常
展「
没
後
90
年 

岡
田
虎
二
郎
」

　

岡
田
虎
二
郎
の
デ
ス
マ
ス
ク
、
自
筆
の

書
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）
※
月
曜
日
休
館

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

観
覧
料
▼
一
般
２
１
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円

そ
の
他
▼
岡
田
虎
二
郎
の
命
日
で
あ
る
10

月
17
日
（
日
）
午
後
２
時
～
３
時
に
、

静
坐
実
習
会
（
田
原
静
坐
会
主
催
）
を

開
催
し
ま
す
。

同
時
開
催
▼
「
渡
辺
崋
山
と
弟
子
た
ち
１

－

椿
椿
山
と
福
田
半
香
」
／
花
鳥
画
の

名
手
・
椿
山
と
、
山
水
画
の
名
手
・
半

香
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

プ
レ
展
示
▼
「
没
後
50
年　

日
本
一
の
水

彩
画
家　

中
田
恭
一
展
」
／
新
春
企
画

展
の
プ
レ
展
示
で
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
多

彩
な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き

ま
す
。
※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

◉
10
月
26
日
㊋
～
11
月
７
日
㊐　

渥
美
半
島
菊
花
大
会

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
観
賞
用
菊
の
展
示

▼
渥
美
半
島
菊
花
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
10
月
10
日
㊐　

蔵
王
山
展
望
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所
▼
蔵
王
山
展
望
台
一
帯

内
容
▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ハ
イ
キ
ン

グ
大
会
、
蔵
王
山
お
茶
会
ほ
か

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
10
月
15
日
㊎
・
16
日
圡　

第
14
回
た
っ
ぷ
く
祭
～
あ
り
が
と
う
～

時
間
▼
15
日
（
金
）
＝
午
前
10
時
～
午
後

４
時
、
16
日
（
土
）
＝
午
前
9
時
～
午

◉
10
月
24
日
㊐　

田
原
市
民
ま
つ
り

※
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
10
月
24
日
㊐　

田
原
市
食
育
講
演
会

時
間
▼
午
後
２
時
～
３
時
30
分（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

内
容
／
講
師
▼
①
「
こ
れ
か
ら
の
食
料
問

題
と
食
育
」
／
中
村
靖
彦
氏
（
東
京
農

業
大
学
客
員
教
授
、
農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
）
②
「
日
本
料
理
に
お
け
る
だ
し

の
役
割
り
」
／
村
田
吉
弘
氏
（
京
料
理

「
菊
乃
井
」
三
代
目
主
人
）

定
員
▼
３
８
０
人
（
先
着
順
）

月
の
イ
ベ
ン
ト

OCT

10

現代アートの祭典
あいちトリエンナーレ2010
国際芸術祭「あいちトリエンナーレ」が開催
されています。第１回目となる今回のテー
マは「都市の祝祭 Arts and Cities」。世界
的に活躍する前衛芸術家の「草間彌生」や北
京オリンピックの芸術監督として開会式を演
出した「蔡國強」など、現代美術や舞台芸術
の世界最先端のアー
ティスト１３１組が
愛知に大集結！この
チャンスをお見逃し
なく！ぜひご来場く
ださい。

◆期日＝ 10 月 31 日㊐まで
◆会場＝愛知芸術文化センター、名古屋市美

術館、長者町会場など
◆チケット料金＝国際美術展一般普通チケッ

ト 1800 円／その他チケットあり
　▶あいちトリエンナーレ実行委員会事務局
☎（052）971 局 6111
　 http:// aichitriennale.jp/

●草間彌生≪真夜中に咲く花≫
　2010 撮影 : 福永一夫
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◉
10
月
29
日
㊎
～
31
日
㊐　

田
原
市
文
化
祭

▪
田
原
会
場
︵
田
原
文
化
会
館
一
帯
︶

▪
芸
能
大
会
＝
10
月
31
日
（
日
）

▪
各
種
展
覧
会
＝
10
月
29
日
（
金
）
～
31

日
（
日
）

▪
渥
美
会
場
︵
渥
美
文
化
会
館
一
帯
︶

▪
市
民
茶
会・芸
能
大
会
＝
10
月
31
日（
日
）

▪
各
種
展
覧
会
＝
10
月
30
日
（
土
）・
31

日
（
日
）

▼
田
原
市
文
化
協
会
事
務
局

（
田
原
文
化
会
館
内
）
☎
22
局
６
０
６
３

◉
11
月
21
日
㊐　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

～
２
ヴ
ォ
イ
ス
シ
ン
ガ
ー
・
イ
ザ
ナ
ギ

Ｔ
ａ
Ｒ
Ｏ
の
世
界
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
宮
部
ま

ど
か
の
世
界
～

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
▼
イ
ザ
ナ
ギ
Ｔ
ａ
Ｒ
Ｏ
、宮
部
ま
ど
か

入
場
料
▼
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
・
お
菓
子

付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
左
記
、文
化
会
館
な
ど
で
販
売
中

託
児
▼
11
月
11
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
５
３
１

◉
11
月
23
日
㊋
・

家
庭
の
日
コ
ン
サ
ー
ト

「
お
ー
た
む
コ
ン
サ
ー
ト
」（
合
唱
）

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局
（
金
子
）

☎
23
局
２
６
８
３

★託児サービス（先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

▶生涯学習課 ☎23局3531

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 　22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 　34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

公共ホール音楽活性化事業
今、注目の打楽器奏者
野尻小矢佳コンサート
音楽の原点は打楽器！いろいろな打楽器の音色と
リズムで参加者も楽しめるコンサートです。

日 時　11月６日（土）
午後２時開演

（30分前開場）
場 所　田原文化会館

文化ホール
入 場 料　一般1,000円

高校生以下500円
※未就学児の入場不可

宝くじ文化公演

人形劇「よだかの★星/
セロ弾きのゴーシュ」
宮沢賢治の名作を人形劇俳優“たいらじょう”の全身を使ってのパ
フォーマンスでご覧ください。小学校高学年から大人向けの人気作
品です。

日 時　12月12日（日）午後２時開演
（30分前開場）

場 所　田原文化会館多目的ホール
入 場 料　一般1,000円　高校生以下500円

※宝くじの助成による特別料金/未就学児の入場不可
チ ケ ッ ト　10月17日（日）午前９時から各文化会館で前売り開始

11/6 圡 

12/12 ㊐ 

月
の
イ
ベ
ン
ト

NOV

11
全席自由

全席自由

チケット

販売中

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

10月14日㊍・11月11日㊍
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター

▼子育て支援課　
☎23局3513 　23局3545
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ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
お
う

　

ス
ト
レ
ス
な
く
人
生
を
送
る
こ
と
が
難
し
い

現
代
。
疲
れ
て
い
て
も
、
仕
事
で
休
養
を
と
る

こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
最
近
の
ス
ト
レ
ス
は

複
雑
で
対
処
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

❖
ス
ト
レ
ス
と
ス
ト
レ
ッ
サ
ー

　
「
ス
ト
レ
ス
」
と
は
、
外

か
ら
の
刺
激
を
受
け
て
身

体
に
起
こ
る
反
応
の
こ
と

で
、
そ
の
原
因
と
な
る
刺

激
を
「
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
」

と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
ゴ

ム
ボ
ー
ル
を
心
と
す
る
と
、

指
で
押
さ
え
た
と
き
に
ペ

コ
ン
と
へ
こ
ん
だ
反
応
が
「
ス
ト
レ
ス
」、
そ

し
て
指
の
圧
力
が
「
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
」
で
す
。

❖
心
の
持
ち
方
で
変
わ
る
ス
ト
レ
ス
反
応

　

柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
心
で
あ
れ
ば
、

圧
力
が
か
か
っ
て
も
柔
軟
に
対
応
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
硬
い
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
心
で
は
、
強

い
圧
力
に
耐
え
切
れ
ず
破

れ
て
し
ま
っ
た
り
、
へ
こ

ん
だ
ま
ま
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
防
衛
反
応
に
、
早

め
に
気
付
い
て
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

❖
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
反
応

　

ス
ト
レ
ス
の
原
因
は
、
1
騒
音
や
悪
臭
、
気

温
な
ど 

2
病
気
や
過
労
、
栄
養
不
足
な
ど 

3

人
間
関
係
か
ら
く
る
葛
藤
や
緊
張
・
怒
り
、
恐

怖
・
失
望
な
ど
、
の
主
に
３
種
類
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
の
身
体
は
、
こ
う
し

た
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
防
衛
反
応

が
働
き
、
脳
の
ホ
ル
モ
ン
分
泌
に
異
常
を
起
こ

し
ま
す
。「
疲
れ
や
す
い
」「
身
体
が
重
い
」「
腹

痛
・
下
痢
・
便
秘
」「
眠
れ
な
い
」「
イ
ラ
イ
ラ

し
や
す
い
」
な
ど
の
症
状
は
、
こ
の
防
衛
反
応

の
現
れ
で
す
。

❖
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
ら

◉
疲
れ
を
感
じ
た
ら
睡
眠
を
十
分
と
っ
て
身
体

を
休
め
、
食
事
や
排
泄
な
ど
の
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
る

◉
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
気
分
転
換
す
る

◉
人
間
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス
は
お
酒
や
タ
バ
コ

で
発
散
せ
ず
に
、
信
頼
で
き
る
人
に
相
談
し

た
め
込
ま
な
い

　

笑
い
は
免
疫
力
を
高
め
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

笑
い
を
取
り
入
れ
、
ス
ト
レ
ス
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
柔
軟
な
心
に
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） １１月　６日（土）  8：50 ～   9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形の沐浴など

離乳食教室
１１月１０日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話１１月１７日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談
１１月　１日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）
１１月１２日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

10月10日（日）
河合医院 ☎22局6133
仲谷歯科医院 ☎23局2327

10月11日（月・祝）
津金医院 ☎33局0222
かわい歯科 ☎24局0080

10月17日（日）
かわせ小児科 ☎22局1230
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
渡辺歯科医院 ☎32局3561

10月24日（日）
朽名医院 ☎33局0162
葉山歯科医院 ☎32局0038

月　日 当直医 電話番号

10月31日（日）
北山クリニック ☎23局3946
まち眼科 ☎22局2710
青木歯科クリニック ☎33局1139

11月3日（水・祝）
國見医院 ☎22局0756
かわさき整形外科クリニック ☎22局7700
なかた歯科 ☎23局1162

11月7日（日）
第２国見医院 ☎23局2302
ふくい眼科 ☎22局5878
藤井歯科医院 ☎45局2123

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

健康課
市役所内
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

ストレスの
ない状態

人間関係

気温の
変化

仕事の
忙しさ
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10月  4日（月）・8日（金）・12日（火）・１８日（月）・２５日（月）

11月 1日（月）・8日（月）・12日（金）・15日（月）・22日（月）・
２９日（月）Ｔ

ＡＨＡＲＡ
よ う こ そ

ホットニュース １０月展示
コーナー

おはなし会

 渥美図書館では、毎年秋の文化祭シーズンに『図書
館まつり』を開催しています。今年は、10月30日（土）・
31日（日）の２日間です。

 おはなし会
　おはなし手のひらの会、高校生ボランティアと図
書館職員による読み聞かせや手遊びを行います。

▼日時＝10月30日（土）10：30～
　　　　10月31日（日）14：00～

▼場所＝渥美図書館おはなしコーナー

 押し花でしおりを作ろう！

▼日時＝10月31日（日）10：30～

▼場所＝渥美図書館会議室

▼対象＝小学生

▼定員＝15名（先着順）

▼申し込み＝10月９日（土）から直接または電話にて
　（参加者または家族の方が申し込んでください）

 本のリサイクル市

▼日時＝10月30日（土）13：00～16：00
　　　　10月31日（日）10：00～16：00

▼場所＝渥美図書館学習室（２階）

 みんなで描こう芸術の秋
　画用紙に好きな絵を描いてね。描いた絵は図書館
で展示します。※展示は11月11日（木）まで（参加賞あり）

▼参加方法＝10月９日（土）～10月31日（日）の期間に、
　　　　　　カウンターで配布する画用紙に絵を描い
　　　　　　て提出。（簡単な画材は図書館で準備）

▼問い合わせ＝渥美図書館☎33局１１１４

◎一般 「生物多様性って何だろう？」
10月９日土～11月11日木
名古屋で行われるＣＯＰ10の議題「生物多様性」。
地球上にたくさんいる生物同士のかかわり合いに目
を向けてみませんか？

◎こどもしつ 「すむ・きる  いろいろ」
10月９日土～11月11日木
不思議な家やオシャレな服・帽子・靴のお話を、いろ
いろ揃えました。

おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／10月２日（土）15:00～　※11月はお休みです
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／10月13日（水）10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／10月19日（火）10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）　

おはなしの会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／10月17日（日） ・11月６日（土）10:30～　　

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・高校生ボランティア・図書館） 
日時／10月９日（土）・11月６日（土）14:00～
　　　10月23日（土） 10:30～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ　対象／乳幼児～小学生

　

幕
末
の
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
こ
と
は
、
本
で

読
ん
だ
り
、
Ｔ
Ｖ
で
見
た
り
し
た
こ
と
の
あ

る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ

よ
う
に
漂
流
し
、
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
に
助

け
ら
れ
た
人
た
ち
が
渥
美
半
島
に
も
い
た
こ

と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

彼
ら
（
永え

い
き
ゅ
う
ま
る

久
丸
）
が
漂
流
し
た
時
代
は
、

徳
川
幕
府
の
方
針
で
国
交
は
な
く
、
帰
国
後

も
厳
し
い
取
り
調
べ
を
受
け
、
家
族
に
も

外
国
の
こ
と
を
語
っ
て
は
い
け
な
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
り
ま
し
た
。
左
上
の

写
真
は
、
彼
ら
が
帰
国
後
の
田
原
藩
で
取
り

調
べ
を
受
け
た
と
き
の
『
漂ひ

ょ
う
み
ん
き
き
が
き

民
聞
書
』（
田

原
市
指
定
文
化
財
）
と
い
う
報
告
書
の
一
部

で
す
。
見
た
こ
と
も
な
い
蒸
気
機
関
車
を
、

聞
き
取
り
だ
け
で
こ
こ
ま
で
表
現
し
た
田

原
藩
の
関
係
者
も
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

　

12
月
に
、
こ
の
永
久
丸
の
漂
流
に
つ
い

て
調
べ
上
げ
、『
風ふ

う
と
う濤
の
果
て
』
と
い
う
本

を
著
し
た
山
田
哲
夫
先
生
に
よ
る
文
学
講

座
を
開
催
し
ま

す
。こ
の
機
会
に
、

郷
土
の
幕
末
の
知

識
を
広
げ
て
み
ま

せ
ん
か
？

※
詳
し
く
は
、
広

報
た
は
ら
11
月
１

日
号
に
て

渥
美
半
島
版

ジ
ョ
ン
万
次
郎
！

▲『漂民聞書』蒸気機関車の図

渥美図書館『図書館まつり』を開催！
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ひざを立ててあお向けになる。

息を吐きながら、恥骨を上に
持ち上げるようにして骨盤を
傾ける。

息を吸って、息を吐きながら
恥骨を床に押し付けるように
して　と反対の方向に傾け
る。

※　～　を10回程度繰り返
します。上下の動きに慣れて
きたら、左右にも同じように
行ってみましょう。

生涯学習課　２３局3531

骨盤周りを意識した動きをしていくと、骨盤をコント
ロールすることができるようになります。体のゆがみ
が改善され、不快な症状を和らげることができます。
腰痛改善だけではなく、胃や腸などの働きが活発に
なり、便秘解消なども期待できます。

骨盤を小さくゆっくり動か
して正しい位置に！

１

２

３

１

２

２

３

１ ３

２8２8
　　広報たはらで、オススメのお店
や料理のレシピを紹介していただ
けませんか？

Ｑ

　　　　　　　広報たはらでは、特定の店舗の
紹介など営利に結びつくような記事は、掲載し
ておりません。また、料理のレシピについては、
限られた紙面の中での掲載は、なかなか難しい
のが現状です。料理のレシピについては、８月か
ら、市内各戸に配布されるようになりました渥
美病院の広報「病院
だより」に、ヘルシー
メニューなどのレシピ
が掲載されています
ので、ぜひご活用くだ
さい。

「市民の声」紹介

お気軽に、ご意見などをお寄せください。

▼あて先＝〒４４１ー３４９２
（住所不要）田原市役所広報たはら
　　 koho@city.tahara.aichi.jp

のレシピに いては、８月か
布されるようになりました渥
院
ー
ピ
す
だ

をお寄せください。

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センター・子育て支援課にあります。
　ホームページからもダウンロードできます。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

◉工
こ う

作
さ く

ランド

「木
き

の実
み

の工
こ う さ く

作」
ドングリや松ぼっくりに目を付
けると、かわいい動物になるよ！
開催期間
◦10月30日（土）まで
　※日曜・祝日は除く

◉10月
が つ

のチャレンジ

「すうどく」
１から９までの数字で遊びながら
頭の体操をしよう！
開催期間
◦10月31日（日）まで

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211

　４日（月）、12日（火）、　18日（月）、24日（日）、
　25日（月）※３日（日）は西部児童館のみ休館

10 月のお休み

◉児
じ ど う

童センターまつり
　 （児童センターのみ開催）　
日時◦10月17日（日） 午前10時～

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

（児童センターのみ開催）
日時◦10月20日（水） 午前10時～

◉絵
え ほ ん

本の読
よ

み聞
き

かせ
日時◦10月21日（木） 午前10時30分～

▲壁掛けや置物を作ってみよう！ ▲数字を使ったパズルで遊んでみよう！

ぜひ児童センター
まつりへ、お越し
ください。

平成22年10月1日 　  　　　　　　　　│ 24 │



10

の今月　納税・使用料

月11月1日

月10月25日

市・県民税
（第3期分）

水道料・下水道使用料金
（8・9月分）

後期高齢者医療保険料
（第4期分）

国民健康保険税
（第5期分）

介護保険料
（第4期分）

口座引落日

納期限

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

10
月
24
日
（
日
）
に
、
第
８
回
田
原

市
民
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
新
し
い

交
流
が
新
し
い
ま
ち
を
創
り
ま
す
。
新

た
な
イ
ベ
ン
ト
「
た
は
ら
マ
ル
シ
ェ
」

や
○
○
○
○
○
な
ど
で
、
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
！

２　

○
○
○
○
○
○
で
健
康
づ
く
り
。
歩

き
慣
れ
て
い
な
い
方
は
、
ま
ず
は
普
段

の
生
活
に
あ
と
１
０
０
０
歩
（
10
分
）

足
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

３　

10
月
16
日（
土
）
か
ら
渥
美
郷
土
資

料
館
で
、企
画
展
「
○
○
○
○
○
○
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

４　

鳥
羽
伊
良
湖
航
路
は
、
○
○
○
○
42

号
を
結
ぶ
「
海
の
道
」
で
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に
「
図
書
カ

ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
10
月
20
日
（
水
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
９
月
号
の
答
え
】
ゆ
う
や
け

（
応
募
総
数
51
通
中
、正
解
51
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。な
お
、寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

4

1

2

4

3

人身26件（170件）
負傷37人（214人）
死亡０人（０人）
物損133件（982件）

火災1件（23件）
救急206件（1420件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗4件（44件）
乗物盗8件（53件）
非侵入盗3件　（54件）

※（　）内の数字は平成22年の累計

田原警察署だより

８月

田原警察署　 23局０１１０

ない

◉みんなでつくろう安心のまち
    ～犯罪にあわない！犯罪を起こさせない！犯罪を見逃さない！～

　10月11日（月・祝）から20日（水）までの10日間、秋の安全
なまちづくり県民運動が実施されます。
　平成21年、「安全で安心して暮らせる愛知を目指し・高
めよう防犯力」をテーマにした『あいち地域安全新３か年
戦略』が定められました。「犯罪にあわない」「犯罪を起こ
させない」「犯罪を見逃さない」の３Ｎをスローガンにした県
民総ぐるみ運動を展開しています。
　犯罪のない安全で住みよい地域社会をつくるには、「自
分の身は自分で守る」「犯罪者のいない地域社会を自分
たちの力でつくる」という気持ちが大切で
す。この運動を機会に、もう一度、自分の身
のまわりの防犯について、ご家庭や地域で
話し合い考えてみましょう。

カギかけて　防ごう犯罪　守ろうわが家

0

25

50

75

100

0

5

10

15

20

25

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

災害に備えてご家庭でも水を蓄えましょう。

過ごしやすい季節になってきました。きれいな川を見て、心を和ませてみてはいかがですか？

9/20現在
69.2％

6/1 6/10 6/20 7/1 7/10 7/20 8/1 8/10 8/20 9/1 9/10 9/20

8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

●市内５河川の水質調査結果

（　　 ）

節水注意線
※節水注意線とは、この値を下回ると節水が
　開始されるラインのこと（節水率検討）
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本誌は再生紙を使用しています。本誌は再生紙を使用しています。

N
o.675 平

成
22

年
10

月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

66,441人　総人口

33,576人　男性

32,865人　女性

21,632世帯世帯数

48人出生 46人死亡

117人転入 192人転出

－73人増減 ※増減は８月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２２年9月１日現在）

きれいな色水をいっぱい作った

よ。おいしそうなメロンジュー

スができました。

花びら一枚一枚の色の
違いや、葉の表裏までよ
く見て表現することがで
きました。

評 評
和地小学校４年

大橋侑悟くん

パパとお兄ちゃんと一緒に、ク

ワガタを捕りに行ったよ。

にい　　　　　　　　いっしょ

 と  　　　　い

　　　　　　　ゆう　　ご

　　　　 　み　　 ゆ　　　　　　しょう　 や

和地小学校６年

鈴木美寿奈さん
　 み    ず    な

六連保育園

鈴木翔也くん（６歳）

小久保   昌 子 先生

辻
   史 子
 先生 六連保育園

川合美結ちゃん（６歳）

マイクに向かって校内放
送をしている緊張感が、
顔の表情や組まれた手か
ら、よく伝わってきます。

評 クワガタを見つけたときの、うれしかった
気持ちが伝わってきます。翔也くんもクワ
ガタのように、強くてかっこいいよ！

　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

き　も　　　　　つた　　　　　　　　　　　　　しょう や

 　　　　　　　　　　　　　 つよ

評 美結ちゃんが育てたアサガオや、きれいな
クレープ紙でいろいろな色水を作りました
ね。楽しかった様子が伝わってきます。

　み　 ゆ　　　　　　　　　　そだ　　　　　　

 　　　　　　　　がみ　　　　　　　　　　　　　　いろ みず　　  つく　　

 　たの　　　　　　　　 よう　す　　　つた

水彩画 水彩画

　　　　　　　　いろみず　　　　　　　　　　つく

▼
９
月
は
広
報
担

当
に
と
っ
て
、
取

材
に
気
合
を
入
れ

て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

シ
ー
ズ
ン
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良

湖
大
会
や
田
原
祭
り
な
ど
、
そ
の
迫

力
を
写
真
で
伝
え
よ
う
と
、
選
手
や

氏
子
の
中
に
飛
び
込
み
、
汗
だ
く
で

撮
影
し
ま
す
。
彼
ら
が
当
日
に
向
け

て
準
備
す
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
、

一
年
前
の
写
真
を
見
返
し
、
今
年
は

ど
ん
な
写
真
を
撮
ろ
う
か
と
頭
を
ひ

ね
り
ま
す
。
そ
う
し
て
写
真
を
眺
め

る
と
、
一
年
た
っ
て
も
思
い
浮
か
ぶ

当
時
の
状
況
。
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に

は
保
存
さ
れ
な
い
記
憶
が
、
私
た
ち

に
は
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。（
Ｍ
Ｔ
）

▼
祭
り
へ
参
加
す
る
た
め
に
準
備
を

進
め
た
り
、
気
持
ち
を
高
ぶ
ら
せ
た

り
す
る
こ
と
は
、
生
活
に
刺
激
と
リ

ズ
ム
を
も
た
ら
し
ま
す
。
望
み
が
な

い
の
な
ら
ば
、
何
も
手
に
で
き
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
は
、「
日
々
の
目
標
」

あ
り
ま
す
か
？
（
Ｍ
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】田
原
祭
り 

大
筒
花
火
へ
の
振
り
込
み
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